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東
日
本
大
震
災
被
災
地
視
察 

㊦

本
会
正
副
会
長

震
災
経
験
活
か
し 

記
憶
語
り
継
ぐ

東
松
島
市

震
災
復
興
か
ら
地
方
創
生
へ

渥美東松島市長

復
興
の
現
状
と
課
題

復
興
の
現
状
と
課
題

【
２
面
へ
続
く
】

本
紙
で
は
前
号
に
続
き
、
本
会
正
副
会
長
に
よ
る
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
視
察
（
東

松
島
市
・
石
巻
市
）
の
模
様
を
お
伝
え
す
る
（
清
水
富
雄
会
長
は
第
33
次
地
方
制
度
調
査

会
第
１
回
会
合
に
出
席
の
た
め
、
両
市
視
察
を
欠
席
）。

宮
城
県
沿
岸
部
に
位
置
す

る
東
松
島
市
は
東
日
本
大

震
災
で
津
波
に
よ
る
壊
滅

的
な
被
害
を
受
け
、
市
民

１
１
１
０
人
の
尊
い
命
が
失

わ
れ
、
65
％
の
住
宅
地
が
浸

水
し
た
。

震
災
か
ら
11
年
目
を
迎
え

る
現
在
、
市
で
は
住
宅
や
イ

ン
フ
ラ
な
ど
ハ
ー
ド
事
業
の

復
興
が
ほ
ぼ
完
了
し
、
現
在

は
被
災
者
の
「
心
の
復
興
」

や
人
口
減
少
対
策
な
ど
の
課

題
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

１
月
14
日
、
東
松
島
市
を

訪
れ
た
副
会
長
一
行
は
渥
美

巖
同
市
市
長
を
表
敬
訪
問
し
、

渥
美
市
長
、
小
野
幸
男
同
市

議
会
議
長
ら

か
ら
、
震
災

か
ら
の
復
興

状
況
、
今
後

の
復
興
ま
ち

づ
く
り
の
将

来
像
と
課
題

な
ど
に
つ
い

て
説
明
を
聞

い
た
。

小野東松島市議会議長

冒
頭
、
渥
美
市
長
は
あ
い

さ
つ
で
震
災
当
時
に
東
松
島

市
へ
支
援
を
行
っ
た
自
治
体

へ
感
謝
の
想
い
を
述
べ
、
市

の
こ
れ
ま
で
の
復
興
と
将
来

の
課
題
に
つ
い
て
語
っ
た
。

震
災
の
津
波
で
甚
大
な
被

害
を
負
っ
た
東
松
島
市
で
は
、

損
壊
し
た
住
宅
な
ど
の
災
害

廃
棄
物
に
つ
い
て
、「
東
松
島

方
式
」
と
い
う
廃
棄
物
リ
サ

イ
ク
ル
処
理
を
行
っ
た
。「
東

松
島
方
式
」
は
、「
混
ぜ
れ
ば

ご
み
、
分
け
れ
ば
資
源
」
と

い
う
考
え
の
も
と
、
産
官
民

（
地
元
建
設
業
協
会
、
東
松

島
市
、市
民
）の
連
携
に
よ
っ

て
廃
棄
物
を
分
別
し
、
リ
サ

イ
ク
ル
を
目
指
す
も
の
。
そ

の
結
果
、
市
で
発
生
し
た
震

災
が
れ
き
の
う
ち
約
97
％
を

リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
高
価
な
焼
却
プ
ラ
ン

ト
を
設
置
し
な
か
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
震
災
廃
棄
物
の
処

理
単
価
を
県
内
自
治
体
で
最

も
安
く
抑
え
ら
れ
た
（
１
㌧

当
た
り
約
１・８
万
円
）。

被
災
し
た
住
宅
の
再
建
で

は
、
将
来
に
つ
な
ぐ
安
全
な

都
市
づ
く
り
を
目
指
し
、
防

災
集
団
移
転
促
進
事
業
と
し

て
野の
び
る蒜
ヶ
丘
団
地
な
ど
市
内

７
カ
所
で
内
陸
部
や
高
台
へ

の
集
団
移
転
が
行
わ
れ
た
。

移
転
先
は
住
民
自
ら
が
望
ん

だ
場
所
と
す
る
こ
と
を
前
提

と
し
、
地
域
の
絆
を
重
視
し

て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ご
と
の
移

転
が
実
施
さ
れ
た
。ま
た
、移

転
先
は
公
共
交
通
が
至
便
な

Ｊ
Ｒ
駅
の
近
く
と
し
た
。
こ

の
よ
う
な
方
針
で
事
業
を
進

め
た
結
果
、
移
転
が
ス
ム
ー

ズ
に
進
み
、
平
成
28
年
11
月

に
用
地
の
引
き
渡
し
を
全
て

終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

農
林
水
産
業
の
復
興
も
進

ん
で
お
り
、
現
在
で
は
ほ
ぼ

１
０
０
％
の
農
地
が
復
旧
し
、

震
災
前
の
水
準
を
取
り
戻
し

て
い
る
。ま
た
、震
災
後
に
新

た
に
20
の
農
業
法
人
が
市
内

へ
進
出
し
た
。
漁
業
に
つ
い

て
も
、
防
災
機
能
の
高
い
漁

港
の
整
備
を
進
め
、海
苔・牡

蠣
の
水
揚
げ
量
が
令
和
元
年

時
点
で
震
災
前
の
75
％
超
ま

で
回
復
し
て
い
る
。

観
光
業
の
復
興
で
は
、「
宮

城
オ
ル
レ
奥
松
島
コ
ー
ス
」

と
い
う
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー

ス
の
整
備
や
嵯
峨
渓
遊
覧
船

の
再
開
、
ツ
ー
ル・ド・東
北

の
開
催
や
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

の
整
備
な
ど
を
行
っ
た
結
果
、

観
光
客
入
込
数
は
震
災
前
の
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な
民
間
保
育
園
の
誘
致
や
18

歳
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
な

ど
子
育
て
環
境
の
充
実
、
全

小
中
学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
整

備
や
一
人
一
台
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
配
布
な
ど
学
力
向
上
策
の

推
進
を
行
っ
て
い
る
。

様
々
な
取
り
組
み
に
よ
り
、

平
成
30
年
に
は
政
府
の
「
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
（
全
国
29

自
治
体
）」
に
選
定
さ
れ
た
。

東
松
島
市
は
今
後
、
令
和

３
～
７
年
度
に
あ
た
る
第
2

次
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画

の
ま
ち
づ
く
り
の
将
来
像
と

し
て
「
住
み
続
け
ら
れ
持

石

巻

市

震
災
経
験 

活
か
し
た
ま
ち
へ

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

90
％
以
上
に
回
復
し
（
令
和

元
年
時
点
）、
宿
泊
客
数
は

震
災
前
の
水
準
以
上
と
な
っ

た
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に

よ
り
、
観
光
庁
か
ら
「
日
本

版
持
続
可
能
な
観
光
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
の
令
和
３
年
度
モ

デ
ル
地
区
に
認
定
さ
れ
た
。

渥
美
市
長
は
東
松
島
市
の

今
後
の
復
興
の
課
題
と
し
て
、

▽
被
災
者
の
『
心
の
復
興
』

▽
復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
策

定
時
に
は
想
定
で
き
な
か
っ

た
課
題
へ
の
対
応
▽
人
口
減

少
対
策
―
を
挙
げ
た
。

心
の
復
興
に
つ
い
て
は
、

防
災
集
団
移
転
地
等
の
高
齢

者
を
対
象
に
し
た
地
域
の
見

守
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

計
画
策
定
時
に
想
定
で
き

な
か
っ
た
課
題
で
は
、被
災
元

地
の
活
用
や
Ｊ
Ｒ
仙
石
線
矢

本
駅
の
南
北
避
難
通
路
整
備

な
ど
で
国
か
ら
の
財
源
を
充

当
し
て
事
業
を
進
め
て
い
る
。

人
口
減
少
対
策
と
し
て
は
、

震
災
復
興
か
ら
地
方
創
生
を

目
指
し
、
全
寮
制
の
「
日
本

ウ
ェ
ル
ネ
ス
宮
城
高
等
学

校
」
を
誘
致
し
た
ほ
か
、
午

後
８
時
ま
で
延
長
保
育
可
能

震
災
教
訓

震
災
教
訓  

踏
ま
え
備
蓄

踏
ま
え
備
蓄

野
議
長
ら
と
と
も
に
同
市
防

災
拠
点
備
蓄
基
地
を
訪
れ
た
。

同
備
蓄
基
地
は
、
市
が
平

成
24
年
に
策
定
し
た
防
災
備

蓄
計
画
に
基
づ
い
て
整
備
さ

れ
た
も
の
で
、
食
料
、
飲
料

水
、
生
活
必
需
品
等
の
物
資

や
避
難
所
に
必
要
な
資
機
材

な
ど
発
災
か
ら
約
3
日
間
分

の
物
資
が
備
蓄
さ
れ
て
い
る
。

東
松
島
市
で
の
視
察
の
最

後
に
は
同
市
東
日
本
大
震
災

復
興
祈
念
公
園
を
訪
れ
、
慰

霊
碑
に
献
花
し
、
震
災
で
犠

牲
と
な
っ
た
人
々
を
悼
み
、

黙
と
う
を
捧
げ
た
。
同
市
震

災
復
興
伝
承
館
で
は
、
渥
美

市
長
ら
の
震
災
当
時
の
体
験

談
に
耳
を
傾
け
、
被
災
し
た

Ｊ
Ｒ
仙
石
線
旧
野
蒜
駅
の
駅

舎
、
震
災
当
時
の
市
内
の
写

真
や
復
興
を
支
援
し
た
全
国

の
自
治
体
か
ら
の
派
遣
職
員

た
ち
の
名
前
が
記
さ
れ
た
パ

ネ
ル
な
ど
を
見
学
し
、
復
興

へ
の
想
い
を
深
め
た
。

東松島市防災拠点備蓄基地を視察

慰霊碑（東松島市）へ献花する
鈴木和彦副会長（静岡市議長）

東
松
島
市
役
所
を
後
に
し

た
視
察
団
は
、渥
美
市
長
、小

齋藤石巻市長

１
月
14
日
午
後
、
視
察
団

は
最
後
の
視
察
地
、
石
巻
市

を
訪
れ
た
。

震
災
当
時
、
大
津
波
が
街

に
押
し
寄
せ
、
川
の
堤
防
も

完
全
に
整
備
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
津

波
は
建
物
や
車
を
次
々
に
飲

み
込
み
、
街
は
瓦
礫
で
溢
れ
、

沿
岸
部
で
は
住
宅
地
が
丸
ご

と
流
出
し
て
し
ま
う
壊
滅
的

な
被
害
に
直
面
し
た
。

こ
の
震
災
に
よ
っ
て
市
内

で
は
住
家
の
76
・
６
％
が
半

壊
以
上
と
な
り
、
３
１
８
７

人
の
尊
い
命
が
犠
牲
と
な
っ

た
。市

で
は
地
震
に
よ
る
地
盤

沈
下
、
液
状
化
現
象
で
復
興

工
事
は
当
初
難
航
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
が
、
現
在
は
イ
ン

続
・
発
展
す
る
東
松
島
市
―

地
方
創
生
の
ト
ッ
プ
ラ
ン

ナ
ー
を
め
ざ
す
―
」
を
掲
げ
、

復
興・創
生
を
進
め
て
い
く
。

野蒜ヶ丘団地（東松島市）と鉄道駅等（破線はJR仙石線）
【国土地理院空撮写真をもとに本会加工】

JR東名駅

野蒜ヶ丘団地

東松島市震災復興伝承館
（旧野蒜駅）

JR野蒜駅
の  びる
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視
察
団
は
、
石
巻
南
浜
津

波
復
興
祈
念
公
園
を
訪
れ
、

慰
霊
碑
に
献
花
し
、
震
災
で

犠
牲
と
な
っ
た
人
々
を
悼
み
、

黙
と
う
を
捧
げ
た
。

津
波
復
興
祈
念
公
園
は
、

か
つ
て
約
４
２
０
０
人
が
暮

ら
し
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
津

波
で
全
壊
・
流
出
し
た
南
浜

地
区
の
住
宅
街
の
跡
地
に
、

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
犠
牲

者
を
追
悼・鎮
魂
し
、被
災
の

実
情
と
教
訓
を
後
世
に
語
り

継
ぎ
発
信
す
る
こ
と
な
ど
を

大森石巻市議長

慰霊碑（石巻市）へ献花する
原口亮志副会長（熊本市議長）ら視察団

堤
防
整
備
と
ま
ち
づ
く
り

堤
防
整
備
と
ま
ち
づ
く
り

石
巻
市
の
中
心
市
街
地
で

は
現
在
、
河
川
堤
防
と
一
体

と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
る
。

震
災
当
時
、
市
の
中
心
部

は
堤
防
が
整
備
さ
れ
て
い
な

い
「
無
堤
地
区
」
で
あ
っ
た

た
め
、
津
波
が
市
街
を
流
れ

る
旧
北
上
川
を
遡
上
し
、
川

か
ら
押
し
寄
せ
た
濁
流
に
よ

り
建
物
が
重
大
な
被
害
を
受

け
た
。

こ
の
経
験
を
踏
ま
え
、
市

で
は
高
さ
７
㍍
以
上
の
防
潮

堤
と
河
川
堤
防
を
整
備
し
た

上
、
沿
岸
部
の
道
路
を
盛
土

に
よ
り
か
さ
上
げ
し
、
防
災

緑
地
を
整
備
す
る
な
ど
津
波

へ
の
防
御
を
固
め
て
い
る
。

ま
た
、「
か
わ
ま
ち
交
流
拠

点
」
と
し
て
河
川
堤
防
と
一

体
と
な
っ
た
都
市
基
盤
の
整

備
を
進
め
て
い
る
。
例
え
ば
、

地
域
の
食
材
や
物
産
品
を
販

売
し
、
地
元
食
品
を
使
っ
た

メ
ニ
ュ
ー
が
味
わ
え
る
レ
ス

ト
ラ
ン
を
備
え
た
施
設
「
い

し
の
ま
き
元
気
い
ち
ば
」
は
、

2
階
の
レ
ス
ト
ラ
ン
テ
ラ
ス

席
か
ら
堤
防
上
の
広
場
と
接

続
す
る
「
堤
防
一
体
空
間
」

と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
る
。

フ
ラ
や
建
物
な
ど
ハ
ー
ド
面

で
の
復
興
が
あ
と
一
歩
で
完

成
す
る
段
階
だ
と
い
う
。

副
会
長
一
行
は
齋
藤
正
美

石
巻
市
長
を
表
敬
訪
問
し
、

復
興
の
歩
み
と
将
来
像
に
つ

い
て
大
森
秀
一
同
市
議
会
議

長
も
交
え
懇
談
し
た
。

齋
藤
市
長
は
あ
い
さ
つ
で

「
皆
様
方
の
力
強
い
ご
支
援
、

ご
協
力
の
お
か
げ
で
、
復
興

が
あ
と
一
歩
の
と
こ
ろ
ま
で

来
て
い
る
」
と
全
国
か
ら
の

復
興
支
援
に
感
謝
の
意
を
表

し
、
市
の
復
興
と
同
時
に
災

害
の
恐
ろ
し
さ
、
こ
れ
か
ら

の
防
災
の
あ
り
方
に
つ
い
て

全
国
に
発
信
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
決
意
を
示

し
た
。

災
害
の
記
憶

災
害
の
記
憶  

語
り
継
ぐ

語
り
継
ぐ
目
的
に
つ
く
ら
れ
た
。

敷
地
内
に
は
市
街
化
以
前

の
湿
地
や
松
林
な
ど
か
つ
て

の
自
然
が
再
現
さ
れ
た
区
域

や
、
震
災
前
に
使
用
さ
れ
て

い
た
生
活
道
路
が
そ
の
ま
ま

残
さ
れ
た
道
、
震
災
の
記

録
・
展
示
施
設
で
あ
る
「
み

や
ぎ
東
日
本
大
震
災
津
波
伝

承
館
」
な
ど
が
所
在
し
、
そ

れ
ぞ
れ
南
浜
地
区
の
「
土
地

の
履
歴
」、震
災
前
の
「
街
の

記
憶
」、震
災
の
「
追
悼
と
伝

承
」
の
場
と
し
て
整
備
さ
れ

て
い
る
。

ま
た
、
公
園
の
近
隣
に
は
、

石巻南浜津波復興祈念公園
（提供：国土交通省東北国営公園事務所）

みやぎ東日本大震災津波伝承館での視察の模様

震
災
に
よ
る
津
波
と
火
災
で

全
損
し
、
現
在
は
震
災
遺
構

と
し
て
整
備
さ
れ
た
旧
門
脇

小
学
校
が
位
置
し
て
お
り
、

公
園
の
周
辺
地
域
一
帯
が
震

災
の
記
憶
を
後
世
に
語
り
継

ぐ
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

公
園
内
の
み
や
ぎ
東
日
本

大
震
災
津
波
伝
承
館
を
訪
問

し
た
視
察
団
は
、
震
災
当
時

の
映
像
や
か
つ
て
の
南
浜
市

街
地
の
風
景
写
真
な
ど
を
見

学
し
、
職
員
か
ら
災
害
の
記

録
や
体
験
談
を
傾
聴
し
、
震

災
の
記
憶
を
改
め
て
心
に
刻

ん
だ
。

今
後
は
新
産
業
の
創
出
や

交
流
人
口
の
増
加
を
課
題
と

し
て
い
る
。
斎
藤
市
長
は
、

「
石
ノ
森
萬
画
館
（
市
内
中

心
部
に
位
置
す
る
漫
画
の
博

物
館
。
石
ノ
森
章
太
郎
ら
著

名
漫
画
家
作
品
の
展
示
・
収

蔵
な
ど
を
行
う
）」
に
よ
る

地
域
の
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
活

性
化
策
や
廃
映
画
館
を
活
用

し
た
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
の
醸

造
所
な
ど
の
事
例
を
紹
介
し
、

「『
石
巻
市
で
過
ご
す
と
楽

し
い
』
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を

打
ち
出
し
て
い
く
」
と
語
っ

た
。
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意
見
書・決
議
　
年
間
取
り
ま
と
め

コ
ロ
ナ
禍
で
厳
し
い
財
政

コ
ロ
ナ
禍
で
厳
し
い
財
政

地
方
税
財
源
充
実
要
望

地
方
税
財
源
充
実
要
望

	 件　　名	 意見書	 決議

〇コロナ禍による厳しい財政状況	 404	 ―
　に対処し地方税財源の充実	
〇義務教育費国庫負担制度の堅持	 177	 ―
　・拡充	
〇地方財政の充実・強化	 118	 ―
〇出産育児一時金の増額	 118	 ―	
〇教職員定数改善計画の策定・実	 105	 ―
　施	 	
〇さらなる少人数学級の推進	 85	 ―
〇選択的夫婦別姓制度の法制化に	 80	 ―	
　向けた議論
〇沖縄戦戦没者の遺骨等を含む土	 72	 ―
　砂を埋立てに使用しない
〇令和 4年度教育予算拡充	 66	 ―
〇学校教育におけるデジタルトラ	 62	 ―
　ンスフォーメーションの推進
〇コロナ禍による米価下落対策	 58	 ―
〇新型コロナウイルスワクチン接	 47	 8
　種の確実な推進	
〇北朝鮮による日本人拉致問題の	 20	 19
　早期解決
〇中華人民共和国による人権侵害	 33	 1
　問題に対する調査及び抗議
　【小計】	 1445	 28
〇その他	 1469	 166	
【総合計】	 2655	 194

※「義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充」「教職
員定数改善計画の策定・実施」「さらなる少人数学
級の推進」「令和 4年度教育予算拡充」のうち複
数を求める意見書をそれぞれに計上したため、意見
書の合計は小計、総合計の件数と一致しない
※件名は代表的なもので、同内容のものも含めている
※意見書・決議の件数が多い順に掲載

令和 3年 2月から 4年 1月に可決した意見書・決議の状況

全
国
の
市
議
会
で
令
和
３
年
２
月
か
ら
４
年
１

月
に
可
決
し
た
意
見
書
・
決
議
の
う
ち
、
本
会
に
報

告
が
あ
っ
た
件
数
を
取
り
ま
と
め
た
。
こ
の
う
ち
、

件
数
が
多
か
っ
た
も
の
の
概
要
と
、
４
年
度
の
国
の

予
算
案
、
施
策
な
ど
を
掲
載
す
る
。

地
方
税
財
源
充
実

地
方
税
財
源
充
実

最
多
の
４
０
４
件
。

意
見
書
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍

で
地
方
財
政
が
厳
し
い
状
況

に
あ
り
、
地
方
税
制
の
充
実

確
保
が
強
く
望
ま
れ
る
と
し

て
、
①
令
和
３
年
度
以
降
３

年
間
の
地
方
一
般
財
源
総
額

確
保
②
固
定
資
産
税
の
制
度

の
根
幹
を
揺
る
が
す
見
直
し

を
行
わ
な
い
。
特
例
措
置
は

今
回
限
り
と
し
、
期
限
到
来

を
も
っ
て
確
実
に
終
了
す
る

③
土
地
に
係
る
固
定
資
産
税

に
講
じ
ら
れ
て
い
る
負
担
調

整
措
置
を
３
年
度
限
り
と
す

る
④
自
動
車
税
・
軽
自
動
車

税
の
環
境
性
能
割
臨
時
的
軽

減
の
更
な
る
延
長
を
行
わ
な

い
⑤
炭
素
に
関
わ
る
税
を
創

設
ま
た
は
拡
充
す
る
場
合
、

そ
の
一
部
を
地
方
税
ま
た
は

地
方
譲
与
税
と
し
て
地
方
に

財
源
配
分
す
る
―
こ
と
を
要

望
し
た
。

令
和
4
年
度
一
般
財
源
総

額
（
水
準
超
経
費
除
く
）
は
、

前
年
度
比
２
０
０
億
円
増
の

62・０
兆
円
を
確
保
。

固
定
資
産
税
の
特
例
措
置

は
、
地
方
側
の
意
に
反
し
、

4
年
度
は
商
業
地
で
継
続
す

る
こ
と
が
決
ま
り
、
課
税
標

準
額
の
上
昇
幅
を
評
価
額
の

２・５
％
（
本
来
は
５
％
）
と

す
る
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
。

自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税

の
環
境
性
能
割
の
臨
時
的
軽

減
措
置
は
、
3
年
12
月
31
日

義
務
教
育
費
国
庫
負
担

義
務
教
育
費
国
庫
負
担

制
度
堅
持
・
拡
充

制
度
堅
持
・
拡
充

地
方
財
政
の
充
実・強
化

地
方
財
政
の
充
実・強
化

全
１
１
８
件
。

①
地
方
一
般
財
源
総
額
確

保
②
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
へ
の

確
実
な
財
源
措
置
③
社
会
保

障
関
連
経
費
拡
充
④
デ
ジ
タ

ル
・
ガ
バ
メ
ン
ト
化
に
お
け

る
自
治
体
業
務
シ
ス
テ
ム
の

標
準
化
へ
の
柔
軟
な
対
応
⑤

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

事
業
費
」
確
保
⑥
会
計
年
度

任
用
職
員
制
度
に
関
す
る
財

政
需
要
へ
対
応
⑦
森
林
環
境

譲
与
税
の
譲
与
基
準
見
直
し

⑧
地
域
間
の
財
源
偏
在
性
の

是
正
⑨
地
方
交
付
税
の
財
源

保
障
機
能
・
財
政
調
整
機
能
、

小
規
模
自
治
体
に
配
慮
し
た

段
階
補
正
の
強
化
⑩
臨
時
財

政
対
策
債
に
頼
ら
な
い
地
方

財
政
の
確
立
―
な
ど
を
要
望
。

令
和
３
年
度
補
正
予
算
で

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
緊
急
包
括
支
援

交
付
金
等
に
よ
る
支
援
に

２
兆
１
０
３
３
億
円
が
計
上

さ
れ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
は
６・８
兆
円

が
追
加
配
分
さ
れ
た
。

４
年
度
の
ま
ち・ひ
と・し

ご
と
創
生
事
業
費
は
、
例
年

通
り
１
兆
円
が
確
保
さ
れ
た
。

４
年
度
地
方
交
付
税
総
額

は
前
年
度
比
０・６
兆
円
増

の
18
・
1
兆
円
が
確
保
さ
れ
、

臨
財
債
は
前
年
度
か
ら
３
・

７
兆
円
抑
制
さ
れ
た
。

全
１
７
７
件
。

意
見
書
で
は
、
教
育
の
機

会
均
等
確
保
の
た
め
、
義
務

教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅

持
お
よ
び
拡
充
を
求
め
た
。

令
和
４
年
度
も
制
度
は
堅

持
さ
れ
、
負
担
割
合
は
据
え

置
か
れ
た
。

出
産
育
児
一
時
金
増
額

出
産
育
児
一
時
金
増
額

全
１
１
８
件
。

少
子
化
克
服
に
向
け
、
安

心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て

ら
れ
る
環
境
を
整
え
る
た
め
、

出
産
育
児
一
時
金
の
増
額
を

要
望
し
た
。

令
和
4
年
度
に
お
い
て
は
、

増
額
が
見
送
ら
れ
た
。

教
職
員
定
数
改
善
計
画

教
職
員
定
数
改
善
計
画

策

定
・
実

施

策

定
・
実

施

全
１
０
５
件
。

豊
か
な
学
び
や
学
校
の
働

き
方
改
革
を
実
現
す
る
た
め
、

教
職
員
定
数
の
改
善
を
要
望
。

令
和
4
年
度
文
部
科
学
省

予
算
で
は
、
小
学
校
３
年
生

の
学
級
編
制
標
準
が
35
人

に
引
き
下
げ
ら
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
教
職
員
定
数
が

３
２
９
０
人
増
員
さ
れ
た
。

の
期
限
を
も
っ
て
終
了
し
た
。


